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受験の苦 しさを リアライズ した

京大生の手になる編集!
7月15日発売/

全目の京大受験生の絶讃をはくし、毎年よりよい本になるよう努力を重ねています。京大持有の入試制度の解鋭、入蹴傾向
の分析と対策さらに京大教冨による入試間題の資任解答など、受験生にぜひ一読していただきたい内奮であ また京大教授
のエッセイ、各学部の紹介、ヴイヴイドな大学生活のスケツチなどユニークな記亭も楽しいものです。
毎串品切れになり衷すので、ゼひとも予約串込みをされるようお勧めしまあ 閥封の振普を用い御利用下さも、1

京者陣 左京区吉田 京都大学西部構内京都 聞 振替ロ座 京都3900
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春 の 訪 れ が ・・・…
Tハ イのグラスが しっとり汗ばんでまず

もう、春です

大 瓶
340円

ポケット殖
120円

T87

電
子

そ
の
驚
異
を
追
り
て
…

シャープ中央研究所 は

未来の生活を一変 させ る、技術革

新を強力に推進 しています。これ

は一例ですが、日光を電気にかえ

る太陽電池や、光 る壁 といわれる

面照明ルミカラーなども、、すでに

実用化 しました。一方

5つ の大工場群 は

テ レビ ・冷蔵庫 か ら電子 計算 機ま

で綜合 生産!家 庭電 化 ひとす じ50

年 の どこ よ り豊 かな経 験 を生 か し

て 、皆 様の 明 るい暮 ら しに、 ひた

す らご奉仕 してお りま す 。

魔天楼6番 街の シャー プ…

ニューヨークにシャープ。エレクトロニクス
・コンポレーションを設立。シャープ製品を

直接販売。性能・アフターサービスでアメリ

カ製品にも負けていません。他に欧州、東南

アジア・アフリカにも進出を計画中です。

"第二の黒船"と いわれる自由化も軌

道にの り、外国商品との競争も一段と

激 しくなってきました。こうした中に

あって、積極的に内外の販売網拡充に

努め、日本経済発展の荷い手として、

貿易振興に貢献するのが、総合商社兼

松です。取 り扱い商品も、多様化 ・高

度化 し、重化学品・食糧 ・繊維から電

子機械に迄およんでいます。国内17・

海外38の営業網をフルに活用 し、日本

と世界 を結ぶ大きな鎖となっています

⑯藷槻 駄 會靴
資 本 金 璽2億円
縛戸本店 紳戸市生田区伊藤町119
大阪文杜 大阪市東区南久太郎町4の25

(大和ビル)
東京交社 東京都千代田区丸の内1の6

(海上ビル新館)

支 店 名古屋ノ札幌1福 岡

海外交店 欄甲鱒劇隙鯛噸6嘲墜
ニユーヨーク・サンパウロ・プエノスァイレス
シドニー・メルボルン・クライストチャーチ
ロンドン・ハンブルグ・マニラ・ホンコン
台北 ・その他各重要都市に25店

鴨

.属3層

■ 光にあふれる

卿

新 しい街 づ くりに

'参

症1

あなたのお店と街の繁栄を、お約

束する街路用が各種。その他、屋

内用から庭園用まで、明るく効率
のすぐれた器具をそろえています。

街路用水銀灯

照覗

松下画-
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ス
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・
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敷

島
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株
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会
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大
阪
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東
区
備
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町
四
丁
目
三
四

●
こ
の
シ
キ
ボ
ウ
が
、
餓
実

で
活
動

力

の
あ
る
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

●
シ
キ
ボ
ウ
の
フ
ン
イ
キ
は
開
放
的

で
、
十
分
実
力
を
発
揮
で
き
ま
す
。

(

晦イメ一マ

●
マ
ー
メ
イ
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
で
親
し

ま
れ
て
い
る
シ
キ
ボ
ウ
は
、
七
〇

年
以
上

の
歴
史
を
も

つ
繊
維
の
総

合
メ
ー
カ
ー
で
す
。

●
高
度
の
技
術

に
よ
っ
て
カ
ラ
ー
シ

ー
ツ
や
テ
ト
ロ
ン
シ
ャ
ツ
を
生
み

だ
し
た
シ
キ
ボ
ウ
は
、
斯
界
の
パ

イ
才
ニ
ア
で
す
。

●
シ
キ
ボ
ウ
は
、
繊
維
の
ほ
か
に
も

積
極
的
に
進
出
し
、
直
系
会
社
数

社
を
通
じ
て
、
着
々
多
角
経
営
化

を
進
め
て
い
ま
す
。
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(第3糖郵便物翻 常5鯉 β づζ 幽 網予 聞 一 昭和38』5(1963俸)4月1日(凋 ●臼) (4)

1

難
いちばん

有利な貯蓄
1口1万 円・元金保旺

◆ 住友信託銀行

大敷学入試問題を顧みて

入試問題が極あて骨のある内容のため、想燭以

失敗に終ったものが数知れぬ程であつた。それだ

題がどの程度のものであるかは非常に貝味をも
一口に申して相当改菩されているようであ

と楽に感ぜられるのである。

までも骨があるというか、余程冷静に対処しな

脇ないものであつて大抵の者はあれこれまよ

皆不満足な結果しか得られないのである。

・ら特に厳格に指導し、かつ何度も何度も反復

その限り普段通りの態度で処理したものは結果

においてはるかに優位を占め得たものと確信している。

要するに京大の場合最大の狙いは「冷替に思考する力」を要求しているのであつて、日ごろから不必要な難悶や奇問ばかりを追つて

いる者は常に悲惨な結果に陥るのみであろう。、

◆ 解 説

釧制興 番はf(zy=z2-(6+の ζz+砺一'3と おいて2(亘 の符号を謁ぺるのだがf(の 臨てz一の(2→)一'と 考える所が針

11三 算上の渕 ントであろう・
亀蜘嚇読 相当しつかりした問題で余程落着いて計算しなけ為ばならない。

2番はまさに京大独特の問題で吟味がまず面倒である。それと判定型の問題だけに単純な証明形式と遅つていっも不安感がつきまと

う。余程冷静な余裕が欲しい。こういうのを真の意味で難問と呼んで差支えあるまい。

3番は反対に全然問題とする所がない。がそれも落着いた上での事で、実はこの3番が大きなポイントであつて・大抵どこかで引掛

つているもの一所謂ケアレスミスを犯し勝ちである。.勿論そのものは非常に不利になるわけで、このように出来て当り前のものを正し

く簿き上げる力が問題である。

4番は受験生心理としては座標を用いるものが案外多いものと思う。勿論それでも充分正解に達せられるが、やはり純幾何として解

く方が簡単である。即ち相似と中点連結性を併用すべきである。程度としては2番よりは易しいが、それでも余程幾何の実力が充実し

ておらないと混乱するであろう。率直に良問と呼んでよいと思う。

「(A5)は 相似性を使って等比数列の極限にもつて行く問題で、全くの類型的同題である。その点平易であって理科系の都二はまこ

とに有難い。ただし時問を喰う懸念と表現には充分注意しなければならない●

(A6)は(A5)以 上に平凡で全然触れる必要がないと思う。

要するに(A5)、(A6)と も昨年とは比較にならない位平易で理科系のものは非叡魂 まれているといって過言ではあるまい。

反対に(B5)は 吟味が相当面倒であり、(B6)も 軌跡概念を含みこれまた平凡ではない.明 らかに(A)コ ースに比較して相当

高度になつている。

さて実際にどのように着手すべきか。(A)コ ースでは1番の(イ)今3番 ・》(A6)→(A5)こ こまでをまつ完全に仕上げること

である。これで100点程度確保出来る。っぎに残り時間で一番の(ロ)、2番 、4番のうちどれか一部分でも喰込んで部分点を挙げる

のがよ山。これで120点という絶対合格点が確保されたわけである。このようにまず3題 を完遂しあと余裕に応じてもう一題分進めば

完全というべきなのであるが、往女にして焦りの余りあれこれまよい勝ちなものである。そのため3番のどれかをミスし、あるいは

(A5)(A6)等 においても重大な失敗を犯してしまうものである。

最後に(B)コ ースなら一番の(イ)今3番 →(B6)と 進みこれで豹頓0点亀あと蕎意不得意に応むて1番の(ロ 〉ヤ2番、4書あ

3
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三
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三

るいは(B5)の どれか1題 を確保、これで殆んど合格圏で出来れば他の一部でも喰込めぱよい'が普導100点が確保出来れば上出来

でもち論合格可能であるが、明らかに(A)コ ースから見て20点程度の差異を感ぜずにはいられない。このことは例年通りで京大に関

する限りやはり(A)コ ースが圧倒的に有利窯のである。

◆ 総 括

轍輔、,肌大の出題は難問ではない。従つて何らかの意味で機械的な

1京 ≡離 公式は全然蝦 力轍い・また参考韻 の型にはま・た
:`脚"'剛F問題も殆んど不要である。それよりいつもどんなタイブで

もその場で柔軟に正しく考える態度を養うこと。いささかもごまかしの

ない(非暗記的)思 考力を徴底して身にっけなければならない。ただこ

のように骨つぼい問題ばかりだから、どんなことがあっても1題は捨て

まず「3題完全主義」を貫きその出来上り具合で4麺以上進む練習を規

則正しく鍛え抜くのみである.

◆ 結 冨

..,。M蝋,、年度の出題は結局(A)、(B)と も5、6番 が昨年のぞ

≡本 ≡れらに比して儲 鴨 にな・て・・る恵が糊 的に楽にな・
亭'巳騨圃言ている筈である。がそれにしてもどこまでも冷静にまず3

題を完全に仕上げるという正統な態屋に徹してはじめて成就されるので

あって、この京大独自の特徴を心して見つめて頂きたい。私共は常女3

題完全主義を呼称し、かっその実践に専念して参つたものであるが、こ

れ鉾外に京大的思考問題に対処する方法は見出せないのである。

尚入試問題と私共が日ごろ練習に取上げた問題との対比にっいては、

37年 崖 入 賦 合 格 口
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2500名 2300各 2950る

38年 魔 入 甑 合 格 ■

別録で詳述しておいたが、結局入試問題そのものは昨年に比べ相当改菩されておりはっきり良問と称してよいと思われる。が依然とし

て実際には仲女縄点を挙げ難いという京大独特のきびしさを繰返し強調して結びの言葉にしたいと思う。

昭 和 三十 八 年三 月 二十 日

永 井 孝

lll雛叢難轍 雛 難舞
暑1て 行く所存でございます。ξ1

「愛される学校」…平凡ながらそこに教育の窮極の姿があるのです。{1
この目標に向かって私共はっぎの二つの心構えに徹したいと思ヒ、ます。

そ

騰 難無験懸蘇到

}1の 方女であろうと学問に連なる限り、私共は喜んでお迎え致したいので

1{藩 難 懸1藻 難麺1難ll懲きll;

到 自醜 翻 気と証 な瀦 で籾 ます.学問の舳7・ ・どのよ・な立場1

3
3
審
0
●●里冨
■3
!冨
2ー
呂
2
屡
書●

:ぷ

●

認

1真 に自由の脚 鋤 ので粥 一つは、㈱ 学問に麟 限り郵

京 大 理 科 ク ラ ス 申込順
§ 定員迄京 大 文 科 ク ラ

ス 受付中

・ア ドバ ン ス:コ ー ス

無試験定員250名

引 正であら嵐 と期・ておりま獄 とえ・燃 鰹 まその学校の生命Hて の 反 省 と 今 後 の 方 針

1

整
■聖置ii
3
匿
9●魯-●●●
8●

5と 紳 すべき行事でありま勃 ・、先生のその規準に対する厳格さは恐ら1垂

3く 絶無と申せましよう。一題一題選ばれる問題がどのような意味をもつ

引≡難鰹1護簸饒縣灘箋欝lll
}学 問に対する蹄 さを至上のものとして、学校鍛 の蹄 と申しますか1も

格調といったものをどこまでも高めたいものと念願している次第ですol
喝圃●●■闘闇■●●●●■●●■9●●●●瞬■●●●●9●顧剛ゆ●●■周陣 ・.●●闘●鱒脚 馴騨圃.岬●脚開■剛9鱒●●■●●■●墜職闘8●●の●●●畠●■●9●鱒 ■一鱒●●鯛瞳●●●●●●o° ●

京大入試 「数学」につい き

懇錘
日
担
場

軽
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